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ピボット若林の裏にある

小さな菜園。 

今年はトマト、きゅうり、

ピーマンの苗を植えまし

た！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年度 

ピボット若林 職員紹介 

相談事業 

「くれよん」 

ホームヘルパサービス 

「ぴぼっと」 

「総務」 

センター長兼 

グループホーム管理者 

飯田
い い だ

 克也
か つ や

 

事務員 

半沢
はんざわ

 まり子
こ

 

サービス提供責任者 

佐伯
さ え き

 美
み

佳子
か こ

 

チーフ相談員 

福地
ふ く ち

 真
ま

衣子
い こ

 

相談員 

嶋田
し ま だ

 大
だい

 

相談員 

遠田
と う た

 香
か

保里
お り

 

相談員 

山口
やまぐち

 剛
たけし

 

事務員 

松元
まつもと

 恵子
け い こ

 

若林障害者福祉センター

から異動してきました。 

よろしくお願いします！ 



 

 

グループホーム 

レスパイト 

「すきっぷ」 

チーフ・コーディネーター 

佐藤
さ と う

 一
かず

範
のり

 

専任介護人 

佐藤
さ と う

 享子
きょうこ

 

グループホーム サービス管理責任者 

佐藤
さ と う

 靖
やす

志
し

 

ひかりはうす チーフ世話人 菅原
すがわら

森音
も り ね

 

にじいろ チーフ世話人 後藤
ご と う

 昌
まさ

宏
ひろ

 

さくらはうす チーフ世話人 東海林 清
きよ

聡
あき

 

 

オキーノ チーフ世話人 志藤
し と う

 悟
さとる

 

 

ひこうき雲 チーフ世話人 髙
たか

橋
はし

 詩
し

織
おり

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

ピボット若林電話受付時間のご案内 

電話対応時間   月曜日 ～ 金曜日 9 時～18 時 
電    話    ０２２－２８２－４６７１ 

F    A    X      ０２２－２８２－４６７２ 
   

印刷室・会議室・駐車場の貸し出しも今まで通り受付しております。 

     町内会・子供会の集まりなどご利用ください。 

     ご希望に添えない場合もございますが、どうぞお気軽にお問合せ下さい。 

 

《編集後記》 

新年度が始まり早２ケ月が過ぎましたが皆様いかがお過ごしでしょうか？ 

ピボット若林は、新メンバーが加わり、日々消毒や手洗いうがい、細かな換気で新型コロナウイル

スに負けずと元気に頑張っておりました。５月は端午の節句があり、窓からおおきな鯉のぼりが元

気に風になびいて泳いでいるのを見るにつけ、思いっきり外で遊べる日が早く来ますように・・・

と願っておりました。                           HPQR コード 

４月より当法人新理事長 佐藤 清が着任いたしました。  

ご挨拶並びに事業の様子など掲載しましたホームページも 

是非ご覧ください。            

記・半沢 まり子 

『Stay at home のなか…』                                                               

レスパイト利用中のリビングから「ふん、ふ～ん♪、ふん」と A さんの声が響いてきまし 

た。声の様子からとても機嫌良く、歌を口ずさんでいることがわかりました。5 月の連休中自宅で暴れ

てしまったと聞いていたので安心しました。ところが、しばらくすると「おい、おい」と A さんの激し

い声が聞こえてきました。スタッフに聞くと家に帰る準備を始めたところ、急に表情が険しくなったそ

うです。A さんは家に帰りたくないわけではなく、家で過ごす時間が多くなっているため活動的な A さ

んにとってはいつもと異なる状況がストレスになっているのでしょう。 

グループホームに入居している B さんは、わたしの顔を見ると渋い表情で首を左右に振り、グループ

ホームの外を指差し、「わわわ…」と声を発しました。B さんは帰宅後ヘルパーとの外出を楽しみにして

います。現在は外出先での３密（密閉・密集・密接）を避けるため外出を控えています。B さんはその

こと（外出できないこと）をわたしに伝えたかったのだと思います。B さんへは外出ができないことを

スタッフが写真やジャスチャー等で伝えています。そのため外出ができないことは伝わっているようで

す。しかしながら、いつになったら行けるのかを伝える（伝わる）ことはとても難しいです。B さんは

「いつになったら行けるの？」と思っていることでしょう。 

新型コロナウイルスの影響により、これまで当たり前に行っていたことができない不安を抱えながら

利用者の方も生活をしています。この状況がいつまで続くのか誰にも分かりません。いまわたしたちス

タッフにできることは、利用者の方の気持ちを受け止め、ひとりひとりに合わせた支援（感染予防、状

況の説明、対応等々）を考え、取り組んでいくことだと思います。   （センター長 飯田） 

 


